


要約  小児の誤飲事故予防に対する、安全教育の効果について検討した.4 か月時に誤飲

事故予防に関する教育を行い、1 歳 6 か月健診の際に、異物誤飲に関する意識およぴ事故

の有無についてアンケートにより調査した.今回の予備調査では、教育を行っていないも

のとの有意差を認めなかった.今後、教育の方法、時期について再検討し、事故防止につ

とめる必要があると考える.


